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清
田
第

２
町
内
会

会

長

山
下

副
会
長
　
五
島

ク
　

高
田

ク
　

嶋
田

コ
』
こ
に

玄
↑
手
よ繁

秀

一二早

設
立
年
月
日

。
昭
和
５８
年
４
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
２
４
１
戸
、
（現
　
在
）
３
１
０
戸

歴
代
会
長
名

・
五
十
嵐
　
渉
、
桐
生
重
春
、
滝
永

一
夫
、
山
下
紀
雄

清
田
第
２
町
内
会
は
、
旧
清
田
町
内
会
の
地
域
拡
張
に
伴
い
町
内
会

範
囲
の
拡
大
に
依
り
、
町
内
会
活
動
が
何
か
と
不
便
に
な

っ
た
た
め
、

分
町
を
決
定
し
新
区
域
名
を
清
田
第
１
町
内
会

（旧
町
内
会
）
か
ら
清

田
第
２
町
内
会
以
下
第
４
町
内
会
ま
で
４
町
内
会
に
分
町
し
、
当
町
内

会
を
清
田
第
２
町
内
会
と
呼
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
町
内
会
は
、
設
立
以
来
、
「健
康
で
明
る
い
住
み
良

い
街
づ
く
り
」

を
基
本
と
し
て
、
町
内
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
中
心
に
各
種
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
結
集
し
て

「清
田
中
央
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
町
内
会
と

し
て
、
そ
の
活
動
を
積
極
的
に
援
助
し
て
お
り
ま
す
。
七
夕
祭
り
に
は

子
供
提
灯
行
列
で
町
内
会
を

一
周
し
、
花
火
大
会
を
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
子
供
の
参
加
が
多

い
年
は
２
３
０
名
、
提
灯
が
不
足
す
る
状

況
で
し
た
が
、
少
子
化
時
代
の
流
れ
に
よ
り
や
む
な
く
中
断
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
秋
の
行
楽
旅
行
は
、
年
々
参
加
者
増
と
な
り
旅
行
先

も
多
数
の
候
補
地
よ
り
会
員
の
希
望
多
数
で
選
考
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
春
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
毎
年
百
数
十
名
の
参
加
で

十
数
年
間
に
渡
り
継
続
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

清
田
第
３
町
内
会

会

長

松
原

副
会
長

横
山

ク
　

泉

設
立
年
月
日

。
昭
和
５８
年
４
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
４
１
３
戸
、
（現
　
在
）
４
９
９
戸

歴
代
会
長
名

・
岡
田
文
教
、
遊
佐
国
男
、
水
谷
恒

一
、
飯
間
　
昇
、

松
原
隆

一

町
内
会
の
業
務
は
、
多
岐
に
渡
り
益
々
量
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
町
内
会
は
、
顧
問
２
名
、
相
談
役
１
名
、
会
長
１
名
、
副
会
長
２
名
、

監
事
２
名
、
総
務
部
４
名
、
会
計
部
３
名
、
防
犯
防
災
交
通
安
全
部
５

名

（街
路
灯
組
合
長
含
む
）
、
環
境
衛
生
部
３
名
、
青
少
年
育
成
部
４
名
、

女
性
部
５
名
、
体
育
部
３
名
、
広
報
部
６
名
、
福
祉
厚
生
部
３
名
、
班

が
３３
班
、
こ
れ
ら
の
役
員
、
班
長
が
中
心
に
事
業
の
役
割
り
分
担
に
基

づ
き
町
内
の
発
展
と
親
睦
を
図
り
、
福
祉
の
増
進
に
つ
と
め
、
住
み
良

い
街
づ
く
り
に

一
生
懸
命
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
次
世
代
を
担
う
子
供

達
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
や
、
町
内
の
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
街
を
作
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
す
。

町
内
会
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
ー
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 守武 隆

之士 一
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ッ
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以
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γ
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６
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専
⑦
鴻
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Ｆ
餃
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以
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Ｍ
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０
マ
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０
０
９
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９
９
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Ｔ
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０
ア
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７
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準
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０
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９
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日
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γ
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利
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珈
９
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田
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三
副
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里

管ヽ
　
甜
Ｔ
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Ｉ
Ⅲ
丁

・
日本
晋
ヱ
〉
リ
コ

ビ
一９
６
８

（摯
　
睡
）

ビヽ
一９
シ

（割
下
燿
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。
準
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日
化
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γ
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∠
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清
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
町
内
会

会
　
長

青
木
　
一
夫

副
会
長

曽
我
　
利
男

ク　
　
明
石
　
貞

一

ク
　

熊
谷
　
文
勝

設
立
年
月
日

・
昭
和
６３
年
３
月
２７
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
６
９
戸
、
（現
　
在
）
３
７
５
戸

歴
代
会
長
名

・
岩
瀬
義

一
、
青
木

一
夫

フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
は
、
札
幌
圏
都
市
計
画
清
田
東
第
１
地
区
と
し

て
、
地
区
計
画

（街
づ
く
り
の
ル
ー
ル
）
が
定
め
ら
れ
、
町
内
会
員
全

員
の
理
解
と
努
力
に
よ
り
、
環
境
美
化
に
努
め
、
道
路
沿
い
の
緑
化
を

図
り
、
潤
い
の
あ
る
美
し
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

当
町
内
会
は
、
親
子
二
世
代
が
い
つ
ま
で
も

一
緒
に
、
仲
良
く
、
助

け
合

っ
て
、
暮
ら
せ
る
街
と
の
思
い
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

冬
は
、
町
内
会
館
で
二
世
代
に
よ
る
カ
ル
タ
、
百
人

一
首
大
会
、
麻

雀
大
会
。
夏
は
、
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ま
た
、
町
内
中
央
に
あ

る
ス
ズ
メ
公
園
で
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
イ
ー
で
は
、
多
く
の
家
族

が
集
ま
り
約
１
０
０
キ
ロ
の
肉
が
ま
た
た
く
間
に
消
え
ま
す
。

町
内
会
独
自
で
行
う
盆
踊
り
大
会
は
、
悠
遊
白
寿
会
の
夜
店
が
あ
り

町
内
の
子
供
太
鼓
の
打
ち
手
が
毎
年
１０
数
人
参
加
す
る
の
で
櫓
の
上
は

大
さ
わ
ぎ
、
他
の
町
内
か
ら
の
踊
り
の
参
加
者
も
数
多
く
、
毎
年
２
日

間
で
合
計
７
０
０
人
の
に
ぎ
わ
い
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
会
と
し
て
は
、
少
子
化
と
高
齢
化
に
向

い
、
町
内
会
員
み
な
さ

ん
の
協
力
を
頂
き
、
よ
り

一
層
健
康
で
明
る
く
、
緑
豊
か
で
、
心
安
ら

ぐ
住
み
良

い
街
に
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

設
立
年
月
日

。
昭
和
５８
年
４
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
８
０
戸
、
（現
　
在
）
１
２
０
戸

歴
代
会
長
名

。
大
川
　
忍
、
加
瀬
仁
三
、
山
田
　
修
、
田
村
順
平
、

山
中
勝
之

自
治
会
は
、
設
立
時
よ
り
会
員
の
親
睦
と
和
を
基
本
と
し
た
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
女
性
部
に
よ
る
親
陸
会
、
青
少
年
育
成
部
に

よ
る
子
供
会
等
大
き
な
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
大
切
に
続
け
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
何
事
に
お
い
て
も
役
員
中
心
で
は
な
く
、
会
員
の
意
見
を

尊
重
し
、
全
会
員
の
協
力
の
基
に
明
る
く
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

環
境
と
、
近
隣
町
内
会
の
方
々
と
の
明
る
い
付
き
合
い
を
目
標
と
し
て

い
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
共
、
町
連
の
皆
様
の

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

清
田
自
治
会
会
　
長

副
会
長

ク

山
中
　
勝
之

菅
野
　
良
三

佐
々
木
睦
子
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清
田
西
町
町
内
会

会

長

金
子
　
正

一

副
会
長

高
野
不
二
夫

ク
　

安
田
　
由
成

ク　
　
赤
堀
　
　
孝

設
立
年
月
日

・
昭
和
５３
年
７
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
２
４
７
戸
、
（現
　
在
）
３
４
０
戸

歴
代
会
長
名

・
梅
田
博
征
、
大
江
俊
弼
、
藤
井
三
設
、
佐
久
間
正

一
、

野
口

一
治
、
金
子
正

一

当
時
の
清
田
団
地
町
内
会
よ
り
最
初
に
分
離
独
立
し
、
町
名
を
清
田

団
地
西
町
４
丁
目
町
内
会
と
し
て
発
足
。
そ
の
後
三
度
町
名
を
変
更
し

て
現
在
の

「清
田
西
町
町
内
会
」
に
な
る
。

設
立
当
時
、　
一
番
必
要
な
活
動
拠
点
は
や
は
り
集
会
所
で
、
最
初
は

廃
バ
ス
、
次
に
昭
和
５４
年
に
古
校
舎
の
プ
レ
ハ
ブ
材
を
払
受
け
て
町
民

の
奉
仕
で
建
設
し
た
の
が
最
初
で
、　
一
度
現
在
の
会
館
の
所
に
移
転
す

る
も
老
朽
化
と
地
主
か
ら
の
土
地
買
取
り
を
決
め
新
会
館
建
設
に
踏
み

切
り
、
現
在
の
新
会
館
を
平
成
８
年
に
完
成
さ
せ
た
。

町
民
の
深
い
理
解
と
協
力
結
束
の
賜
で
、
今
後
新
会
館
を
中
心
に
町

内
住
民
の
親
睦
と
福
利
の
増
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

町
内
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
部
の
考
え
を
活
発
に
反
映
す
る
内

容
に
な

っ
て
お
り
、
夏
祭
り
盆
踊
り
は
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
も
老
若
男
女
に
喜
ば
れ
盛
会
に
行
わ
れ
て
い
る
。
子
供
会
も

キ
ャ
ン
プ
、
お
泊
り
会
、
餅
つ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
活
発
に
実
施
し
て

い
る
。
今
後
の
期
待
は
、
高
齢
化
の
中
で
早
く
世
代
交
替
が
で
き
、
若
青

年
が
積
極
的
に
町
内
会
活
動
に
参
加
で
き
る
機
運
を
作

っ
て
い
き
た
い
。

清
田
団
地
元
町
町
内
会

会

長

山

田
幸

四
郎

設
立
年
月
日

・
昭
和
５８
年
４
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
２
３
３
戸
、
（現
　
在
）
５
３
５
戸

歴
代
会
長
名

・
北
澤
　
治
、
細
海
誠
男
、
溝
口
國
高
、
山
田
幸
四
郎

清
田
団
地
元
町
町
内
会
名
の
由
来
は
、
清
田
団
地
発
祥
の
地
と
し
て

町
内
会
設
立
準
備
委
員
会
で
、
元
町
の
名
称
が
採
択
さ
れ
た
。

町
内
会
の
区
域
は
、
既
に
宅
地
化
さ
れ
て
い
た
清
田
７
条
２
丁
目
を

主
体
と
し
、
調
整
区
域
で
あ

っ
た
現
７
条
８
条
９
条
の
各
１
丁
目
の
広

大
な
地
域
に
点
在
し
た
居
住
者
を
包
含
し
て
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭

和
６３
年
設
立
の
清
田
南
、
平
成
２
年
設
立
の
清
田
元
町
、
両
土
地
区
画

整
理
組
合
に
よ

っ
て
、
施
工
面
積
１９
ｈａ
、
計
画
戸
数
５
７
５
戸

（当
町

内
区
域
は
５
２
５
戸
）
を
宅
地
造
成
し
、
お
お
む
ね
６０
％
が
入
居
し
、

な
お
２
１
０
数
戸
の
入
居
地
が
あ
る
。

清
武
館
を
平
成
６
年
２
月
に
大
改
修
を
行
い
、
町
内
会
や
老
人
ク
ラ

ブ
等
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

町
内
会
設
立
と
同
時
期
に
、
つ
く
し
ん
ぼ
子
供
会
も
発
足
し
、
現
在

も
約
１
０
０
名
を
越
え
る
会
員
が
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ま
た
平
成

９
年
に
老
人
ク
ラ
ブ
、
元
町
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
７０
余
名
の

会
員
は
親
睦
行
事
を
主
体
に
更
に
活
動
の
拡
大
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

当
町
内
会
は
盆
踊
り
、
敬
老
会
、
新
年
会
の
三
大
行
事
を
主
軸
に
、

増
加
す
る
会
員
と
共
に
、
町
内
会
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

高」
ククク会
長

加渡佐吉
藤辺々野
木
隆民三
弘男男博
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清
田
南
町
町
内
会

会

長
　
山
越

副
会
長

笠
井

ク　
　
天
野

ク
　

堀
田

幸
民
謙

一

忠
任
栄

一

設
立
年
月
日

。
昭
和
５７
年
４
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
１
９
８
戸
、
（現
　
在
）
２
３
５
戸

歴
代
会
長
名

・
山
越
幸
民
、
吉
村
信
治
、
山
越
幸
民

昭
和
４０
年
は
じ
め
、清
田
の
最
南
端
地
区
も
宅
地
造
成
が
は
じ
ま
り
、

昭
和
４６
年
９
月
、
厚
生
年
金
住
宅
６０
戸
が
完
成
し
た
。
そ
の
頃
よ
り
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
求
め
て
住
宅
建
設
が
す
す
ん
だ
。

そ
の
後
、
人
口
増
加
に
と
も
な
い
町
内
会
設
立
の
気
運
が
高
ま
り
、

昭
和
５７
年
４
月

″南
町
町
内
会
〃
が
発
足
し
た
。

以
来
１８
年
、
初
代
会
長
で
あ
り
、
現
会
長
で
も
あ
る
、
山
越
会
長
の

も
と
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
協
力
の
中
で
、
明
る
く
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

数
あ
る
行
事
の
中
で

″南
町
大
運
動
祭
″
は
会
発
足
以
来
伝
統
を
誇

る
も
の
で
、
昨
年
は

″第
１７
回
祭
″
を
迎
え
２
０
０
名
余
り
の
家
族
が

集
ま
り
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
成
功
の
か
ぎ
は
、
会
場
設

営
、
競
技
運
営
に
わ
た
り
、
執
行
部
、
各
部
役
員
、
幹
事
、
班
長
さ
ん

方
は
じ
め
各
会
員
の
団
結
と
協
力
す
る
姿
に
あ
り
、
そ
れ
が
本
会
の
集

約
し
た
姿
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。

清
田
み
な
さ
ん
会

（南
町
老
人
ク
ラ
ブ
）
は
発
足
１９
年
、
会
員
は
６３

名
を
数
え
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
の
た
め
活
発
な
活
動
を
続

け
て
い
る
。

設
立
年
月
日

。
昭
和
５８
年
４
月
１
日

世
　
帯
　
数

。

（設
立
時
）
３
５
３
戸
、
（現
　
在
）
４
１
２
戸

歴
代
会
長
名

。
東
　
國
豊
、
守
屋
保
夫
、
斉
藤
静
子
、
菅
野
常
明

昭
和
５８
年
４
月
か
ら
単
独
の
町
内
会
と
し
て
発
足
し
た
当
時
は
、
町

内
会
名
も
清
田
南
１
町
内
会
で
あ

っ
た
が
、
翌
年
の
４
月
に
清
田
緑
小

学
が
開
校
し
そ
れ
に
因
ん
で
町
内
会
名
も
現
在
の

「清
田
緑
町
内
会
」

と
改
名
す
る
。
町
内
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
土
地
の
問
題
で
苦
労
を

し
た
様
で
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
今
は
亡
き
北
澤
　
治
氏
が
土
地

を
札
幌
市
に
提
供
す
る
形
で
町
内
会
館
の
敷
地
の
決
着
を
み
る
。
故
北

澤
　
治
氏
か
ら
は
、
昭
和
４６
年
に
も
土
地
を
市
に
提
供
し
て
頂
い
た
お

蔭
で
今
の
清
田
緑
公
園
が
出
来
て
い
る
の
で
す
。
単
町
と
し
て
発
足
し

た
当
時
は
、
町
内
会
と
し
て
の
会
則
も
な
く
ま
た
、
現
在
で
も
あ
る
各

区
の
区
分
や
班
の
構
成
、
そ
し
て
町
内
会
の
街
灯
等
の
調
査
、
町
内
会

費
額
の
決
定
や
そ
の
徴
収
の
仕
方
等
、
初
代
の
会
長
や
副
会
長
は
大
変

な
苦
労
を
さ
れ
た
訳
で
す
。
町
内
会
館
の
建
設
に
当

っ
て
は
町
内
会
固

有
の
会
館
の
必
要
性
か
ら
そ
の
土
地
の
確
保
、
資
金
の
調
達
、
町
内
会

員
の
協
力
を
は
じ
め
、
町
内
有
志
の
方
々
の
篤
志
や
そ
の
他
町
内
会
外

の
方
々
の
絶
大
な
支
援
に
よ
っ
て
町
内
会
館
の
落
成
を
昭
和
６０
年
５
月

に
果
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
町
内
会
の
在
り
方
と
し
て
福
祉
の

面
で
対
応
で
き
る
町
内
会
と
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

清
田
緑
町
内
会

会
　
長

副
会
長

菅
野
　
常
明

藤
井
　
充
美

鈴
木
　
敏
隆

石
井
　
　
洋

クク
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清
田
東
町
町
内
会

会

長

臼
井

副
会
長

細
田

ク　
　
黒
田

ク
　

櫻
坂

敏
勝
趙
三
隆
樹
純
子

設
立
年
月
日

・
昭
和
５８
年
４
月
２１
日

世
　
帯
　
数

・

（設
立
時
）
３
０
７
戸
、
（現
　
在
）
３
３
７
戸

歴
代
会
長
名

・
川
崎
末
吉
、
中
内
春
松
、
自
井
敏
勝

町
内
会
名
の
由
来
　
清
田
団
地
町
内
会
が
発
展
的
に
解
散
、
分
町
す

る
こ
と
に
な
り
、
旧
東
１
区
、
東
２
区
を
合
併
し
団
地
東
に
所
在
す
る

こ
と
よ
り
清
田
団
地
東
町
町
内
会
の
名
称
で
発
足
、
平
成
９
年
現
名
称

に
し
た
。

会
の
特
色
…
町
内
活
動
に
協
力
的
な
会
員
が
多
数
を
占
め
、
運
営
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

活
動
の
歩
み
…
生
活
道
路
の
整
備
、
街
灯
の
増
設
、
防
災
活
動
の
推

進
な
ど
環
境
の
改
善
を
図
る

一
方
、
盆
踊
り
、
排
雪
は
恒
例
化
し
、
設

立
時
よ
り
球
技
が
盛
ん
。
少
年
野
球
、
少
女
ソ
フ
ト
、
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
、

成
人
野
球
と
活
動
し
た
が
現
在
は
成
人
野
球
の
み
、
子
供
会
の
活
動
は

地
道
に
続
け
ら
れ
札
幌
市
長
表
彰
も
２
回
受
賞
し
て
い
る
。

今
後
の
目
標
…
執
行
部
の
強
化
の
た
め
、
女
性
副
会
長
を
誕
生
さ
せ
、

高
齢
化
共
中
央
東
友
会
）
、
少
子
化

（ジ
ャ
ン
ボ
く
り
の
実
子
供
会
）

の
支
え
に
よ
り
き
め
細
か
さ
を
図
る
と
と
も
に
会
員
参
加
の
出
来
る
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ー
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
会
を
継
続
し
、
会
員
の
親
睦
と
融

和
を
す
す
め
た
い
。

し
ん
え

い
西
自
治
会

会

長

古
部

副
会
長
　
闇
因
口

ク
　
　
田
中

ク　
　
東
峰

貞
春
栄
吉
末
義
春
夫

し
ん
え

い
西
自
治
会
は
、
緑
町
、
高
台
に
隣
接
し
た
町
内
会
で
、
今

迄
清
田
町
連
に
加
盟
し
て
い
ま
し
た
が
、
通
学
区

（緑
小
学
校
）
の
関

係
な
ど
か
ら
住
民
の
強
い
希
望
で
、
こ
の
程
清
田
中
央
町
連
に
加
盟
し

ま
し
た
。

私
達
の
自
治
会
は
、
平
成
３
年
厚
別
川
沿
い
の
西
側
に

「
フ
オ
ー
レ

ス
ト
パ
ー
ク
真
栄
」
と
し
て
宅
地
造
成
さ
れ
た
地
域
で
す
。
当
初
は
真

栄
第
４
町
内
会
員
で
し
た
が
、
平
成
５
年
７
月
、
全
戸
１
１
２
戸
の
総

意
で
同
町
内
よ
り
分
離
独
立
し

「し
ん
え

い
西
自
治
会
」
を
設
立
、
平

成
６
年
に
は
自
治
会
館
を
建
設
、
現
在
会
員
２
２
７
戸
で
す
。

私
達
自
治
会
創
立
以
来

「明
る
く
綺
麗
で
、
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
、
植
花
、
植
樹
、
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
は
じ
め
未
来
を
背
負

う
子
供
さ
ん
の
た
め
に
、
七
夕
祭
、
花
火
大
会
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
、

ま
た
、
平
成
８
年
に
老
人
会

「
は
る
に
れ
会
」
を
設
立
、
そ
の
方
々
に

よ
る
２
小
公
園
や
歩
道
花
壇
の
草
と
り
、
週

一
度
の
道
路
や
路
肩
、
空

地
の
清
掃
等
で
、
平
成
１０
年
市
長
様
か
ら
美
化
運
動
で
表
彰
を
、
ま
た

今
年
は
、
し
だ
れ
桜
の
植
樹
で
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
冒
頭
の
と
お
り
皆
様
の
町
連
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
達
ま
だ
ま
だ
若
い
自
治
会
で
す
。
ど
う
か
皆
様
の
温
い
ご
支

援
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
こ
の
地
区
の

一
層
の
発
展
に
努
力
致
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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体
　
育
　
部
部
　
長

副
部
長

副
部
長

山
下
　
紀
雄

渡
邊
　
貞
俊

南
部
　
正
幸

体
育
部
は
、
社
会
体
育
の
奨
励
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
、
そ
の

他
体
育
の
推
進
を
目
的
と
し
た
専
門
部
で
す
が
、
各
種
行
事
に
は
、
常

に
裏
で
支
え
て
く
だ
さ
る
女
性
部
、
青
少
年
育
成
委
員
会
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ

っ
て
、
各
種
行
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
１０
年
間
を
振
り
返
れ
ば
、
少
年
野
球
大
会
、
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
壮
年
野
球
大
会
等
が
豊
平
地
区

大
会
で
優
勝
と
い
う
、
清
田
中
央
こ
こ
に
あ
り
と
い
う
輝
か
し
い
名
と

実
績
を
残
し
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
に
よ
り
、
平
成
７
年
を
最
後
に

壮
年
野
球
大
会
以
外
実
施
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

１０
月
１０
日
体
育
の
日
に
行

っ
て
い
る
、
歩
け
歩
け
運
動
は
、
清
田
緑

小
学
校
か
ら
白
旗
山
を
経
て
ふ
れ
あ
い
の
森
ま
で
の
１０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
歩
き
ま
す
が
、
過
去
２
回
大
雨
に
あ
い
な
が
ら
も
中
止
す
る
こ
と
な

く
実
施
し
て
お
り
、
参
加
者
も
年
々
増
加
し
、
４
歳
か
ら
８０
歳
ま
で
の

幅
広
い
層
ま
で
拡
大
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
１０
年
１０
月
に
清
田
中
央
地
区
に
初
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
体
育
部
の
新
し
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
体
育
部
の
事
業
は
、
６
月
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
７
月
成

人
野
球
大
会
、
８
月
壮
年
野
球
大
会
、
９
月
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
１０

月
歩
く
運
動
と
年
５
回
の
行
事
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地

域
行
事
と
し
て
、　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

女
　
性
　
部
部
　
長

副
部
長

副
部
長

森
　
美
代
子

岡
田
　
文
江

菊
地
ト
シ
子

平
成
２
年
に
清
田
中
央
町
内
会
連
合
会
が
誕
生
し
、
誕
生
と
同
時
に

女
性
部
長
に
と
い
う
話
が
あ
り
驚
き
と
と
ま
ど
い
の
中
、
清
田
中
央
連

絡
所
の
初
代
土
屋
所
長
、
各
町
内
会
の
女
性
部
長
さ
ん
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
、
船
出
し
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

女
性
部
の
年
間
事
業
内
容

一
、
女
性
部
総
会

・
交
通
安
全
母
の
会
総
会

二
、
熱
響
サ
マ
ー
北
海
盆
お
ど
り

（札
幌
駅
前
）

三
、
交
通
安
全
街
頭
啓
発
等
参
加

（清
田
区
内
）

四
、
清
田
区
民
ま

つ
り

五
、　
一
円
玉
募
金

六
、
町
連
女
性
部
会

七
、
新

一
年
生

マ
ス
コ
ッ
ト
造
り

ｏ
配
布

八
、
そ
の
他

（各
部

へ
の
事
業
協
力

・
参
加
）

そ
し
て
、
年
度
末
最
後
の
事
業
と
し
て
、
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
、

福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
７２
名
の
方
に

お
届
け
し
ま
し
た
。

後
日
、
お
礼
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
、
次
回
も
頑
張
ろ
う
と
逆
に
勇
気

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
各
種
事
業
に
取
組
ん
で
い
く

つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
、

引
続
き
町
連
女
性
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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福
祉
厚
生
部
部
　
長

副
部
長

副
部
長

山
越
　
幸
民

奥
山
　
育
男

佐
々
木
三
男

老
人

・
母
子
家
庭

。
身
体
障
害
者
等

の
福
祉
に
関
す
る
専
門
部
で

す
。
単
町
に
お
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
独
自
に
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
連
町
と
し
て
は
、
毎
年
７７
歳
喜
寿
の
方
、
８５
歳
以
上
の
方

を
総
合
会
館
に
お
い
て
、
敬
老
会
を
お
こ
な

っ
て
お
り
ま
す
。

年
々
高
齢
者
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
会
場
等
の
関
係
も
あ
り
、
今

後
別
の
事
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
地
域
内
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
の

中
に
清
田
中
央
福
祉
の
街
推
進
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。

各
単
町
か
ら
二
名
の
推
進
委
員
に
よ
り
、
６
月
８
日
よ
リ
セ
ン
タ
ー

で
、
福
祉
の
街
推
進
委
員
、
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
福
祉
相
談
を
受
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の
方
々
も
お
気
軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

３
月
１９
日
、
７０
歳
以
上
の
独
居
老
人
を
対
象
に
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
町
連
女
性
部
、
民
生
児
童
委
員
の
協
力
に

よ
り
行
い
ま
し
た
が
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
た
独
居
老
人
の
方

に
大
変
喜
ば
れ
、
お
礼
の
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

単
町
に
お
い
て
も
、
福
祉
の
街
推
進
委
員
会
が
組
織
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、高
齢
者
、身
体
障
害
者
、独
居
老
人
家
庭
等
の
除
雪
の
手
伝
い
、

買
い
物
の
手
伝
い
、
安
否
の
確
認
な
ど
こ
の
よ
う
な
家
庭
に
対
し
近
隣

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

防
災

・
防
犯
部

部
　
長

副
部
長

副
部
長

副
部
長

雨
宮
　
　
稔

佐
々
木
正
幸

高
野
不
二
夫

荒
井
　
　
勲

平
成
２
年
、
連
合
町
内
会
発
足
と
同
時
に
１６
町
内
会
の
防
災
防
犯
部

長
で
組
織
さ
れ
た
部
で
す
。
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
関
係
機
関

が
行
う
行
事
に
協
力
し
、
防
犯
パ
レ
ー
ド
や
防
災
訓
練
等
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
言
い
ま
す
。
常
に

防
災
防
犯
意
識
の
向
上
の
た
め
、
単
町
独
自
の
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
未
加
入
の
町
内
会
の
参
加
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
会
議
に
お
い
て
は
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
れ
と
、
警
察
当

局
よ
り
問
題
提
起
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
応
え
る
に
は
あ
ま
り
に
も
重

い
と
思
い
ま
す
が
、
各
町
内
の
防
災
防
犯
部
長
に
よ
る
、
各
町
内
会
盆

踊
り
大
会
や
、
夏
祭
り
等
に
お
い
て
自
発
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行

っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

平
成
９
年
に
発
足
し
た
、
児
童
生
徒
事
故
防
止
合
同
対
策
協
議
会
と

連
動
し
て
、
変
質
者
に
よ
る
事
故
未
然
防
止
の
運
動
を
行

っ
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
１１
年
に
は
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
設
置
に

協
力
し
、
看
板
を
各
戸
に
掲
示
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
達
の
避
難
場
所

と
し
て
家
を
開
放
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
監
視
員
と
し
て
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
活
動
を
行

っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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◎
紹
介
し
ま
す

＝
町
連
を
中
心
と
し
、
町
連
を
と
り
巻
く
組
織
Ｈ

主

な

外

郭

団

体

運
動
の
輪
を
広
く
、
大
き
く

団   体    名 会   長 参加団体 (者 ) 設立年

清田中央地区老人クラブ協議会

清田中央地区子供会連絡会

清田中央地区青少年を育む会

清田中央地区児童生徒事故防止合同対策協議会

清田中央地区パークゴルフ同好会

杉田 仲正

林  恭子

加賀谷正光

杉本 勝昭

五十嵐 渉

14老人クラブ

9子 供 会

4 団  体

11 団  体

430名

2年

10年

5年

9年

10年
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少子化の中で 子供の個性を伸ばし自立を〃

会 長

林  恭子

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
き
び
し
い
環
境
の
中
で
、
し
か
も
週
休
２

日
制
実
施
を
目
前
に
し
て
、
子
供
会
の
存
在
そ
の
も
の
が
見
直
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

現
在
清
田
中
央
地
区
内

９
子
供
会
は
、
情
報
交
換

や
交
流
を
目
的
に
、
平
成

１０
年

「連
絡
会
」
を
結
成

し
、
共
通
の
悩
み
を
話
し

あ
い
、
励
ま
し
な
が
ら
地

道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

合同モチつき大会は子供たちの人気行事

連 絡 会 役 員 名

平成12年度 子ども会の現状
(平成12年 6月 19日現在)
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名   前 町内会 校  区
会 長 林   恭 子 東  町 南小学校
副会長 広 長 洋 子 中  央 ク

ク 鈴 木 知 恵 元  町 緑小学校
ク 澤 野 静 子 南 中 央 ク

幹事長 澤 野 静 子 ク ク

111」 |′」 , 11: ,り i 渋 ,

東
連
協

清 l‖ 第 3 星    空
r・ ,t
育 ,,支

日召不日62

清 田 自 治 会 す ず か け
r供
育 成

41
16 坂本 華恵〇
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885-3297 清 田 4条 2丁 日 10-3-201 8ヽ

南

　

　

連

　

　

協
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ジ ャ ン ボ
く りの 実

子供
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33

6
鈴木 真未⑤ 材'  オ滲 F‐883-8274 清 田 5条 3丁 目8-16 51

,青 L1 71 用
‐
そ よ か ぜ
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50
12
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育 成  8 澤野 純哉0
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清 田 南 町 し ら か ば 子供
育 成
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23 西野 幸雄⑥
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885-2365 清 田 9条 3丁 目 12-3 47
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子供 111
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阿久津 幸 恵
885-6167 清 田 7条 1丁 目7-9 58
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清 田 緑 町 み ど り ■供
昔 戯
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内 海  ツ少織 東理  祥 チ

884-4147 清 田 7条 3丁 目26-13 平 成 12
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地域ぐるみで子供を守ろう″
拐

漢

誘

痴

会 長

杉本 勝昭

平
成
９
年
春
、
神
戸
で
お
き
た
少
年
に
よ
る
通
り
魔
的
殺
人
事
件
を

き

っ
か
け
に
、
各
地
で
子
供
の
誘
拐
事
件
が
発
生
、
子
供
を
取
り
巻
く

環
境
は
「
い
じ
め
」
問
題
を
含
め
て
大
変
き
び
し
く
、
年
々
劣
悪
に
な

っ

て
き
て
い
ま
す
。

清
田
中
央
地
区
で
も
、
未
遂
と
は
い
え
、
９
年
５
月
に
３
件
、
７
月

に
１
件
の
幼

い
子
供
を
対
象
に
し
た
誘
拐
、
痴
漢
行
為
が
発
生
、
こ
の

事
か
ら
こ
の
様
な
出
来
ご
と
は
、
も
は
や
よ
そ
の
地
区
の
出
来
ご
と
で

は
な
い
。
い
つ
こ
の
地
区
で
凶
悪
事
件
が
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
を
事
前
に
防
止
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
町
連
育
成
部
で
呼
び
か
け

９
年
８
月
２５
日
、
１０
組
織
で
合
同
対
策
協
議
会
を
結
成
、
以
後
注
意
喚

起
の
カ
ン
バ
ン
の
設
置

（１６
ヶ
所
）
、
宣
伝
カ
ー
の
活
動
、
こ
ど
も
１

１
０
番
の
家
開
設

（１
６
５
戸
）
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

協 議 会 役 員 名 簿
平成11年 10月 10日 現在
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役 職 名 氏   名 電話番号 考備

会   長 杉本 勝昭 882-3025 町 連 会 長
会 長 代 行 加賀谷正光 881-3920 町 連 副 会 長

幹 事 長 加賀谷正光 881-3920 町 連 青 少 年 育 成 部
幹事長代行 雨宮  稔 881-0232 町 連 防 災 防 犯 部
幹   事 森 美代子 881-7527 町 連 女 性 部

竹内 博美 881-7128 地区青少年育成委員会
見上多鶴子 881-2650 地 区 民 児 協

溝口 國高 881-2046 少年補導員地区支部
木庭 孝治 882-8313 清 田 中学 校 PTA
松田  太 884-1588 清田南小学校 PTA
斎藤 健一 885-5311 清田緑小学校 PTA
小林 春男 881-0662 清田同地商店街協組
杉円 イ中正 882-2822 地区老人クラブ協議会
林  恭子 883-8274 地 区子 供 会 連 絡 会

常任相談役 加賀谷睦夫 881-2034 清 田 中 学 校

藤井 正治 881-1975 清 田 南 小 学 校
筒井 和紀 883-3303 清 田 緑 小 学 校

顧   問 井村 憲二 813-0110 豊平警察署生活安全係
三上 康爾 881-2151 清 田 交 番
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お陰様で10周年

町連、今後いかにあるべきか

座 談 会 出 席 者
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(森 部 長 代 理)
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そ
の
へ
ん
が
は

っ
き
り

つ
か
め
な
い
の
で
―

‐

金
　
子
　
こ
れ
も
ま
あ
、
袋
小
路
解
消
の
第

一
歩
だ
か
ら
ね
。
ま
あ
、

こ
ん
な
事
を
だ
ん
だ
ん
充
実
し
な
が
ら
、
本
当
の
意
味
の
巡
回
バ

ス
ま
で
持

っ
て
い
く
の
が
吾
々
の
考
え
だ
な
、
と
言
う
事
に
な

っ

て
い
る
わ
ね
。

司
　
会
　
そ
こ
で
又
、
話
を
清
田
通
り
に
移
し
た
い
。

黒
　
澤
　
清
田
通
り

っ
て
い
う
の
が
、
私
が
今
の
所
に
土
地
を
買

っ
た

と
行

っ
て
北
海
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
抜
け
て
、
清
田
通
り
に
抜

け
ら
れ
る
と
い
う
事
だ
ね
。

雨
　
宮
　
清
田
団
地
の
袋
小
路
の
解
消
と
い
う
事
で
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の

一
つ
に
、
区
役
所
と
中
央
バ
ス
の
考

え
が

一
致
し
た
と
い
う
事
で
、
今
年
４
月
か
ら
３
ヶ
月
間
、
清
田

中
央
と
区
役
所
の
間
２
路
線
で
巡
回
バ
ス
を
試
験
的
に
運
転
す
る

事
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

金
　
子
　
そ
う
な
ん
で
す
。
２
系
統
が
あ

っ
て
ね
、　
一
つ
は
神
愛
園
を

基
点
に
し
て
ダ
イ
エ
ー
前
に
行
き
、
３６
号
線
を
通

っ
て
ね
、
区
役

所

へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
旧
道
を
通

っ
て
戻
る
と
い
う

コ
ー
ス
ｃ
も

う
１
本
は
、
９
条
３
丁
目
、
あ
れ
か
ら
中
学
校
の
前
を
通

っ
て
区

役
所

へ
行

っ
て
、
帰
り
は
真
栄
の
滝
野
道
路
を
通

っ
て
戻

っ
て
く

る
。
そ
う
い
う
説
明
を
受
け
た
ん
だ
け
ど
、
私
ら
の
考
え
で
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
な
ん
で
す
よ
。
公
共
施
設
は
ま
だ
体
育
館
も
あ
る

し
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
、
そ
う
い
う
所
も
廻

っ

て
欲
し
い
な
あ
、
と
い
う
要
望
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
言

っ

て
さ
え
も
ら

つ
て
お
け
ば
、
試
験
の
結
果
考
え
ま
し
ょ
う
、
そ
ん

な
事
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。

司
　
会
　
区
民
セ
ン
タ
ー
ね
、
あ
そ
こ
利
用
す
る
人
が

一
番
不
便
な
ん

だ
ね
―
、
清
田
小
学
校
の
前
ま
で
で
、
そ
れ
か
ら
は
歩
い
て
行
き

な

さ

い

っ
て
。

臼
　
井
　
あ
そ
こ
か
ら
大
分
あ
る
も
ね
―
。

金
　
子
　
だ
か
ら
ね
、
そ
う
い
う
風
に
形
そ
の
も
の
が
尻
き
れ
ト
ン
ボ

な
ん
だ
よ
。
吾
々
に
言
わ
せ
れ
ば
不
充
分
な
ん
だ
よ
。

司
　
会
　
中
央
バ
ス
に
し
て
も
、
ど
の
く
ら
い
利
用
者
が
い
る
の
か
、

時
に
業
者
が
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
道
路
が
通
る
と

い
う
ふ
れ
こ
み
だ

っ
た
。

バ
ス
が
通
る
か
ら
バ
ス
停
が
近
く
て
い
い
よ
。

あ
あ
そ
う
か
い
と
言

っ
て
買

っ
た
の
が
“
年
前
な

ん
で
す
よ
ｃ

こ
の
道
路
の
問
題
、
国
際
大
学
と
の
関
係
で
進
展
し
な
い
の
で

す
が
、
今
、
大
学
は
で
す
ね
、
高
等
教
育
に
つ
い
て
、
文
部
省
が

小
学
生
か
ら
お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
大
学
に
呼
ベ

る
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
い
う
方
針
が
で
て
い
る
ん
で

す
よ
。う
ち
の
札
大
は
西
岡
町
連
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
ん
で
す
が
、

西
岡
の
町
連
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
ろ
ん
な
事
を

一
緒
に
や
っ
て

い
ま
す
ｃ

ポ
パ
イ
会
議
と
い
う
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

っ
て
そ
の
街
づ
く
り

に
参
加
し
て
、
そ
の
行
事
に
学
生
も
参
加
す
る
。
大
学
祭
な
ど
大

学
の
行
事
に
は
地
域
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ど
う
ぞ
使

っ
て
下
さ
い
。
早
朝
使

わ
な
い
で
空
い
て
い
る
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
も
ど
う
ぞ
、
平
成
１２
年
度
か
ら
図
書
館
も
使
い
易
い

・

Ｌ■
Ｌ

豪

Ｌ
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只
、
有
楽
町
内
会
と
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気

が
す
る
ん
で
す
よ
。

雨
　
宮
　
も
と
も
と
ね
。
同
じ
町
内
会
の
敷
地
に
あ
る
も
ん
だ
か
ら
、

黒
　
澤
　
だ
か
ら
、
そ
れ
が
全
部
イ
コ
ー
ル
に
な

っ
て
し
ま
う
。

雨
　
宮
　
有
楽
町
内
会
と
し
て
は
、
清
田
通
り
を
通
し
て
し
ま
う
と
交

通
量
が
増
え
る
。
バ
ス
な
ん
か
通
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
か
な
わ
ん

ぞ
と
い
う
人
も
い
た
り
し
て
ね
。

臼
　
井
　
確
か
に
大
学
を
通
り
ぬ
け
て
、
ま

っ
す
ぐ
第
５
町
内
会
に
行

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
交
通
量
は
増
え
る
よ
ね
。

で
も
第
５
町
内
会
を
含
め
て
、
更
に
そ
の
奥
が
開
発
さ
れ
る
と

い
う
事
に
な
れ
ば
、
道
路
が
出
来
る
事
に
よ

っ
て
町
の
発
展
が
望

ま
れ
る
事
に
な
る
訳
で
す
よ
。

黒
　
澤
　
大
学
の
地
下
に
道
路
と
い
う
事
に
な
る
と
、
羊
ヶ
丘
通
り
か

ら
レ
ベ
ル
を
次
第
に
下
げ
て
く
る
。
す
る
と
両
側
の
家
が
道
路
よ

り
高
く
な

っ
て
く
る
、
そ
う
す
る
と
厭
な
わ
け
で
し
ょ
う
。

岡
　
田
　
あ
あ
、
そ
う

い
う
事
な
ん
だ
。

臼
　
井
　
ロ
ー
ソ
ン
の
１
つ
北
側
に
手
押
し
信
号
が
あ
る
よ
ね
、
あ
れ

を
真
直
ぐ
つ
き
ぬ
け
る
事
は
出
来
な
い
の
か
な
。

金
　
子
　
農
業
試
験
場
の
土
地
に
ひ
っ
か
か
る
。

黒
　
澤
　
そ
う
で
あ
れ
ば
ン
国
の
土
地
だ
か
ら
そ
こ
を
通
し
た
方
が
良

い
の
だ
が
、
つ
き
ぬ
け
た
所
が
西
岡
で
、
西
岡
は
ト
ン
ボ
が
い
な

く
な
る
と
か
、
蛙
が
い
な
く
な
る
と
か
で
、
多
分
ウ
ン
と
言
わ
な

い
と
思
い
ま
す
よ
。

司
　
会
　
い
ろ
い
ろ
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
地
域
の
発

展
に
絶
対
必
要
な
道
路
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
１０
年
間
も
や
っ
て
き

た
ん
で
す
。
今
情
勢
が
良
い
方
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
何

と
か
良

い
方
法
考
え
て
や
っ
て
い
く
時
で
す
よ
ね
。

金
　
子
　
今
言
え
る
の
は
、
町
連
と
し
て
さ
、
町
連
と
し
て
ね
。
市
の

の
は
良

い
け
ど
、
何
と
い
っ
て
も
町
連
が
先
頭
に
立

っ
て
だ
ね
、

情
勢
の
変
化
を
把
握
し
て
積
極
的
に
行
動
す
べ
き
だ
と
思
う
ね
。

会
　
そ
う
で
す
ね
。
清
田
通
り
に
つ
い
て
は
、
大
学
側
と
の
交
流

を
深
め
乍
ら
お
互
い
理
解
し
あ
う
中
で
、
町
連
を
先
頭
に
し
て
解

決
に
む
け
て
努
力
す
る
、
ま
あ
そ
ん
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
地
下
鉄
で
す
が
、
ご
承
知
の
様
に
清
田
区
５
町
連
を
中

心
に
、
豊
平
区
の
町
連
を
含
め
た

「期
成
会
」
が
あ

っ
て
、
昨
年

春
ま
で
、
桐
生
さ
ん
が
会
長
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
昨
年
の

総
会
で
任
期
が
終
わ
り
、
次
期
会
長
を
ど
う
す
る
か
を
話
し
あ

っ

た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
杉
本
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
事

に
な

っ
た
ん
で
す
。
と
い
う
事
は
、
清
田
中
央
が
事
務
局
を
担
当

す
る
と
い
う
事
な
ん
で
す
。

こ
の
事
が
き
ま

っ
て
間
も
な
く
で
す
ね
、
新
聞
に
地
下
鉄
延
長

に
つ
い
て
３
路
線
の
申
請
が
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
東
豊
線
の

延
長
が
、
採
算
性
の
面
か
ら

一
番
望
ま
し
い
と
い
う
審
議
会
の
答

申
が
出
さ
れ
た
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は

「期
成
会
」

に
と

っ
て
大
変
な
追
い
風
で
あ
り
、
大
変
良

い
状
況
が
生
ま
れ
て

き
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

司
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本
当
の
考
え
は
ど
う
な
ん
だ
。
そ
ん
な
事
で
対
策

委
員
会
で
、
早
急
に
有
効
な
動
き
を
始
め
る
べ
き

だ
と
思
う
ね
。

第
４
、
第
５
の
町
内
会
が
中
心
に
な

っ
て
や
る
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に
さ
、
そ
の
お
年
寄
り
と
仲
良
く
し
て
い
る
人
が

い
る
っ
し
ょ
。
（自
井
＝
い
る
い
る
）
そ
う
い
う

人
に
う
ま
く
ち
ょ
っ
と
ね
。
そ
の
方
が
話
し
易
い

よ
ね
。
全
く
知
ら
な
い
民
生
委
員
だ
か
ら
と
か
、

町
内

の
役
員
だ
か
ら
と
か
と

い
う
人
が
行
く
よ
り
も
、
も

っ
と

も

っ
と
ね
。
う
ま
く
。

臼
　
井
　
そ
う
だ
ね
。
お
互
い
話
が
出
来
る
人
が
必
ず
い
る
は
ず
だ
か

ら
、
ね
、
そ
の
人
か
ら
話
を
持

っ
て
い
っ
て
、
そ
し
て
納
得
し
て

も
ら
う
。
そ
う
し
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
ね
。

雨
　
宮
　
う
ち
は
ね
。
古

い
せ
い
も
あ
る
の
か
、
隣
近
所
の
人
が
や
る

ん
だ
よ
ね
。

岡
　
田
　
う
ち
の
方
も
、
近
所
の
人
結
構
や
っ
て
る
も
ね
。

黒
　
澤
　
う
ち
ら
も
６０
歳
以
上
が
１４０
人
ち
ょ
っ
と
、
そ
の
う
ち
７０
歳
以

上
が
６２
人
。
只
独
り
暮
ら
し
と
い
う
の
は
１
人
も
い
な
い
ん
で
す
。

だ
け
ど
１０
年
後
の
事
を
考
え
、
今
の
う
ち
に
つ
く
る
べ
き
だ
と
い

う
事
で
、
昨
年
８
月

「福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
委
員
会
を

つ
く

っ
た
の
で
す
。

次
に

「自
主
防
災
組
織
」
を
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
こ
う
。
そ
し
て

支
え
あ
う
組
織
を
だ
ん
だ
ん
大
き
く
し
て
い
こ
う
と

「災
害
と
福

祉
」
の
２
つ
の
目
標
を
も

っ
て
、
今
や
っ
て
ま
す
。

金
　
子
　
去
年
の
秋
に
ね
、各
町
連
の
委
員
長
や
代
表
が
集
ま

っ
て
ね
、

福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員
会
の
協
議
会
な
ん
だ
け
ど
、
１

回
目
な
ん
だ
け
ど
、
今
月
２
回
目
を
持

つ
事
に
な

っ
て
い
て
、
ま

あ
、
そ
う

い
う
会
議
で
い
ろ
い
ろ
な
方
針
が
出
さ
れ
る
と
思
う
ん

で
す
よ
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
各
町
連
の
推
進
委
員
会
が
動
く
。

そ
の
指
示
に
よ

つ
て
各
単
町
の
委
員
会
も
ま
た
動
く
、
ま
あ
こ
ん

な
こ
と
に
な

っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
よ
。

司

〈
ム
　
昨
年
１０
月
だ

っ
た
か
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
に
北
野
と
う
ち
の
活

動
が
放
映
さ
れ
た
ん
だ
け
ど
、
う
ち
は
児
童
生
徒
の
事
故
防
止
の

事
だ

っ
た
ん
だ
が
、
北
野
は

「福
祉
の
ま
ち
推
進
委
員
会
」
の
活

動
を
中
心
に
し
た
も
の
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
感
心
し
た
の
は
、
そ

の
活
動
に
刺
激
さ
れ
た
の
か
、
中
学
生
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
独

り
暮
ら
し
の
老
人
家
庭
の
除
雪
を
し
て
い
た
点
で
す
。
大
人
が
や

る
の
を
見
て
子
供
が
や
る
、
や
っ
ば
り
大
人
が
何
ご
と
に
つ
け
て

も
手
本
な
ん
だ
、
そ
ん
な
風
に
感
じ
た
ん
で
す
。

黒
　
澤
　
お
年
寄
り
の
次
は
子
供
で
す
ね
。

２
年
後
に
で
す
ね
、
学
校
も
週
５
日
制
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
毎

週
土
曜
日
が
休
日
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
子
供
た
ち
を
ど

う
や
っ
て
地
域
と
つ
な
げ
る
か
、
と
い
う
の
が
今
度
問
題
に
な

っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

司
　
会
　
私
町
連
の
青
少
年
育
成
部
長
を
兼
任
し
て
い
て
、
い
つ
も
思

う
ん
で
す
。

今
少
子
化
社
会
で
し
ょ
う
。
幸
い
う
ち
の
町
連
に
は
９
つ
の
子

供
会
が
あ
る
。
世
話
を
し
て
い
る
人
は

一
生
懸
命
で
す
よ
。

子
供
会
の
な
い
町
内
会
長
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
き
ま

っ
て
こ
う

言
う
ん
で
す
。
子
供
会
は
な
い
け
ど
、
キ
ャ
ン
プ
も
、
ラ
ジ
オ
体

操
も
、
う
ち
の
育
成
部
や
体
育
部
で
や
つ
て
く
れ
て
る
か
ら
い
い

ん
だ
、
と
。
そ
の
度
に
私
は
思
う
ん
で
す
。
こ
の
会
長
さ
ん
は
目

的
と
手
段
を
ゴ

ツ
チ
ャ
に
し
て
い
る
ん
で
は
な
い
の
か
、
と
。

大
事
な
事
は
、
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
や
ろ
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清田中央地区町内会連合会 備品一覧表

番  号 口

ロロ
ん′
イコ 数  量

1 ア ン ト 2張

2 印  章  類 1式

3 町 連 会 旗 3本

4 優  勝  旗 2本

5 パレード用伸縮金属ポール 3本

6 交通少年団ベレー帽、腕章、マフラー、帽子 (50) 55揃

7 交通少年団ジャンパー 45着

8 交通少年 団旗 2本

9 浴  衣、 帯 40組

10 草 履 20足

11 ハ ン ドマ イク 1ム
■ にコ

12 体育部行事用役員用帽子 254国

13 町連行事用ジャンパー 50着
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